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coherence tomographyによる乳頭周囲神経線維層厚及び視野検査による緑内障重症度（MD）、laser speckle 
flowgraphy （LSFG）による眼血流の評価を行った。緑内障群と対照群の各グルタチオン濃度の比較を
Mann-Whitney U test を用いて行った。さらに、緑内障群において、測定されたグルタチオン濃度と各臨床パ




習慣、全身疾患の有無について有意差を認めなかった（全て P > 0.05）。しかし、緑内障家族歴において両者
に差を認めた（P = 0.03）。緑内障患者では、酸化型グルタチオンの有意な上昇(P = 0.01)、redox index（log 
還元型/酸化型 比）（P = 0.01）の有意な低下を示したが、総グルタチオン及び還元型グルタチオンで差は認
めなかった（共に P > 0.05）。さらに、緑内障群において、redox indexは MDと相関し（r = 0.29, P = 0.03, 
Spearman’s rank correlation test）、血管拡張能を反映する LSFG の acceleration time index（ATI）と相
関した（r = -0.30, P = 0.03, Spearman’s rank correlation test）。また、重回帰分析の結果から、redox 
indexは MD（β = 0.26, P = 0.02）及び ATI（β = -0.34, P = 0.04）に独立した貢献因子であることが示
された。 
【結論】 
緑内障群で酸化ストレスは存在し、視神経乳頭内の血管の自動調節機能に影響することで緑内障病態に関与し
ている可能性が示された。今後更に、緑内障と酸化ストレスとの詳細な関係が解明されていくことで、酸化ス
トレスを対象とした治療戦略の可能性が期待される。 
 
